




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































例：カゴシマーカゴビマ(鹿児島)、ムスメームシメームヒメ（娘）（'０頁）○ ○ ○ ○ 
とあるが、共通語においては上であるところ、鹿児島方言ではシlこ対応する例がある。橋
口満『鹿児島方言大辞典』の項目を見ると、たとえば「人」などは大隅・諸県地方におい
て、「シト」という語形で使用されている旨の記載がある。また、甑島･屋久島などの離島
地域を除く鹿児島方言のほとんどの地域では、ザダ行音の混同はないという（木部1997）
が、九州方言ではザ行ダ行を混同する地域がとくに豊前豊後の二豊地域において分布して
いる（風間書房「九州方言の基礎的研究』269頁)。しかしこの現象は、近畿から山陽地方
に広く亘って見られるものでもある（杉藤1981)。
８楳垣実（1962）には、次のような記述が見られる。
トは、「言う」「思う」などの動詞の前では現われないことが多いが、一方ではそれが
融合したチュウ・トモウも何チュウコッチャ（何という事だ）・イコトモテタンヤガ
（行こうと思っていたのだが）のようにも使う。（55頁）
９たとえば『鹿児嶋言葉わらひの種』とほぼ同時期の口語文典である『日本ロ語法』『改
訂日本ロ語法』等は、東京の教育ある中流社会の言語から帰納きれた語法を示すものとし
て着目される書であるが、マイについては、「読むまい」「起きまい」「教へまい」に（来）
まい」「しまい」を標準形として、吉岡郷甫は示している（明治43年『改訂日本ロ語法』
１０１頁)。また『口語法別記」では、「サ行変格活用の「しまい」を「すまい」又わ「するま
い」せまい」しょまい」など、とも云って、全国各地の混用わ、実に甚し〈、区別するこ
とが出来ぬ、すべて用いぬがよい」（254頁）などと注している。
lＯここでは古格をあえて採るという考えに立って述べたのであるが、原形デゴザリマスか
らイ音便化した当世風のデゴザイマスヘの時代的な落差を大きく捉えるならば、デゴザリ
マス体の『鹿児嶋言葉わらひの種』の成立を筆写年代から遡って考えることが可能となる。
ここに見てきた語法上の特色から言って、全体的にやや前代的な傾向にあることが印象に
残るが、本書成立に関する資料を現在のところ内外に持ちあわせていないので、一つの考
え方として提示するに留めておく。
lｌ飛田良文（1992）において、話し言葉に与える書き言葉の影響の大きかった国定読本の
存在を重視し、国定教科書出現以前の明治初年から明治36年までの期間を東京語の成立期
としているところによる。小学校の就学率が飛躍的に増大した時期であって、国定読本は
国民の読み書きの生活史上大きく貢献した。また、成立期から次の段階である定着期へと
移る前後の時期は、口語文典が編纂され、標準語制定へという機運の高まった時期でもあ
る。
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